
地域連携推進会議                

開催日時 2025 年 6 月 29 日  

開催時間 15 時 

開催場所 慈風の家 

（会議の目的） 

★地域連携推進会議の趣旨 

地域と事業所が連携することにより、利用者さんと地域の方とのより良い関係

作り、サービスの透明性、質の確保、利用者さんの権利擁護を推進する 

 

（出席者） 

利用者    

利用者家族  

障害者グループホーム慈風の家 管理者 烏野理恵 

山西北町会長 松本精二氏 

デイジーブルーム代表 冨高康代氏 

合同会社 K＆S 世話人 後藤明 



東住吉区障がい者基幹相談支援センター 西川淳子 氏 

 

★事業所紹介 

入居者一人ひとりに合った個別のサポートを行うグループホームです。 

この家の構造は、三階建の一軒家。５人部屋で、現在５人満床です。 

年齢層は、２７歳から６５歳。 

★障がい特性 

精神障害、知的障害、発達障害の方々がお住まいです。 

 

私どもは、入居様の孤立防止、生活への不安の軽減に努め、安心して地域生活を

送る日常の場を提供しています。 

 

★慈風の家管理者紹介 

10 年、精神科病院に勤務経験あり。その時は、多量服薬、隔離拘束、ゆとりが

ない看護、これでは患者様を助けることが難しいと考え、利用者様に寄り添える

グループホームで働くことを決めました。今は、とてもやりがいのある仕事をさ



せていただいております。 

 

★利用者様は、日中は主にそれぞれの障害福祉サービス事業所に通所されてい

ます。 

夜間は入浴介助・排泄介助・手作りの食事の提供をさせていただき、夜勤者は巡

回を２回行っています。 

★医師の往診、訪問看護は定期的に来られていて、他の医療機関の受診同行には

希望時に対応しています。 

★誤薬を予防する為、指差し確認、与薬時の確認を徹底しています。今年は現在

まで、誤薬の問題はありません。 

 

★過去に精神科に長期入院されていた利用者様もいらっしゃいます。退院後、生

活介護に通われましたが、働きたいとの希望があり、現在は就労継続支援 B 型

作業所に意欲的に通われています。長期入院の方でも環境や関わり方を工夫し、

地域移行を目指します。 

★入居者して 1 年の利用者様の感想です 



★イベント 

季節ごとのイベントは、誕生日会、クリスマス会を開いたり、初詣や夏祭りなど

にも出かけています。 

土日は希望者で、たこ焼きパーティーやデザート作りなどをしています。 

移動支援で、買い物、外食、映画鑑賞に出かけられています。 

★災害、感染予防 BCP では、研修マニュアルを見て、感想や意見を記入。 

災害、火災訓練は、利用者様と世話人との避難訓練を実施しています。 

今までのところ、世話人の全員参加は難しいですが、今後、参加してもらえるよ

うにして訓練したいと思います。大和川が氾濫した場合のハザードマップによ

る被害は、慈風の家は浸水なしとなっております。 

 

（アンケート）本日全員参加が無理なため、アンケートをとりました。 

【世話人の方々へのアンケート】 

① 働きやすい環境であるか？という質問に対して→→→ 

・入居者様が安心安全に過ごしていただけるように関わっている中で、支援に

ついて感じたことや、気づいた課題について、スタッフが意見を言いやすい職場



になっている。 

・働きやすいと感じています。アルバイトという立場でも定期的に意見を聞い

てもらえて、自分の考えや気持ちを伝えやすい。 

② 職員の研修はどんなことをしているか？に対しては→→→ 

・障害に対しての理解や精神障害について、資料を読み、感想を記入している。 

・BCP についてのマニュアルを読んで感想を記入している。 

・なかなかメンバーが一堂に集まることができない環境ですが、スタッフ会議

では、利用者様との関わりについてと業務内容の話し合いをすることでお互い

のモチベーションが上がると思う。 

③ 地域で取り組んでみたいことがあるか？には→→→ 

・バザーをしたい。 という意見があります。 

④ 施設が積極的に取り組んでいることはないか？→→→ 

・利用者の適切な支援を行なっている。 

・利用者さんが安心して過ごせるような環境づくりに力を入れていると感じる。 

・日々の声かけや関わりを大切にし、世話人全員が利用者さん一人一人をしっ

かりみている印象がある。 



⑤ 支援で困っていることはないか？→→→ 

・利用者さんとの距離感を掴むのが難しく、話にどこまで踏み込むかや、声をか

かけるタイミングに迷うことがある。逆に、距離を置き過ぎてしまわないか不安

になることもある。 

・その都度、迅速に管理者に相談できている。 

（最後に） 

地域連携推進会議が、地域の方々との関わりを深めていくためのきっかけにな

ればありがたいと考えています。また慈風の家は、障害をお持ちで困っている方

の相談窓口になれたらと思っています。会議は一年に一度の開催になります。今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。 


